
 

   

   
 

 

令和 2年度（2020-2021）1月度 商工会常任委員会 議事録 

     日    時： 令和 3年（2021年） 1月 21日（木） 13:00 ～ 13:30 

     開催形式： Zoom によるWeb会議 

       出 席 者： 名誉会長、常任委員 37名、正会員 3名、オブザーバー1名、事務局長 

      欠 席 者： 常任委員 75名（うち会長委任 26名、代理委任 1名、無回答 48名） 

  司  会：  酒井一宏 幹事 

 

 

 

１．商工会会長連絡 （相澤 稔 会長） 

①バイデン新大統領の就任式（inauguration）が昨日無事行われ、レディー・ガガやジェニファー・ロペスが登場しスペイン語

でのスピーチを行うなど盛り上がりをみせた。一方で、トランプ大統領は特にコメントを残すこともなくフロリダに旅立ってしま

うなど、選挙期間を通じて確認された分断が癒される事なく新政権が発足している中で、今後の政治的な動きが治安に与え

る影響についてはしっかりと見極めていく必要がある。バイデン大統領は就任後、早速、パリ協定への復帰、カナダからの

石油パイプライン（キーストーン XL）の建設停止など、ヒューストンに大きな影響を持つエネルギーに関するトランプ政策の

見直しを進めている。連邦政府所有用地の公開を今後どうするかなど、新政権の政策を注視していく必要がある。 

 

②今月のEIAのエネルギー短期予想では、天然ガス価格は 2020年の記録的低価格から、今年は$3/mmbtu強まで上がっ

てくる見通しとなっているが、価格上昇を受けて石炭火力回復、天然ガス需要縮小も予測されている。原油価格は、2020 年

平均 $42/bblから上昇する見込みであるも、2021年、2022年ではWTI $50/bblと低位安定する見通しとなっている。 

 

③新型コロナウイルスの関連では、昨年末からワクチンの配布が始まり、ヒューストンでもPhase1-a、1-bまで進んでいる。より

一般に対象が広がる Phase 2 は春以降といわれているので、この進捗とともにヒューストン経済、社会がどうなっていくか注

視していきたい。 

 

              

２．総領事館連絡 （福島秀夫 総領事） 

①令和 3年冒頭の常任委員会にあたり、謹んでご挨拶を申し上げる。昨年はコロナとの戦いに明け暮れた感もあり、商工会

としての活動も各種のイベントが軒並み中止となるなど大きな制約を受けた。しかし、そうしたなかでもこうしてオンラインで

定期的に連絡や相談を続け、また足元のコロナ対策についても健康・安全情報の共有や地元コミュニティに対する支援な

どの具体的な行動を取ることができた。厳しい中でも前向きな指導力と実践力を発揮してくださった幹部や事務局の皆様方

に心より敬意と深謝を表したい。 

 

②この年明けから、全米そしてテキサスでもワクチンの一般接種が医療従事者と高齢者を優先しつつ始まった。身近な周り

の人たちが「もうワクチンを受けた」と話し始めているのを聞くと、少しでも希望の光が見えてきた気がする。当面は優先接種

者で予約が一杯らしいが、そう遠くない時期に一般向けにも接種機会が回って来るだろう。ヒューストンの足元のコロナ感染

状況は決して油断できる状況ではないものの、気を引き締めつつもそうしたかすかな光を見つめながら、しっかり顔をあげ

て今年は歩んでいきたい。 

 

③コロナ禍の新年にあたってのもう一つの明るいニュースは、米国の新政権の発進である。昨年の一年間におよんだ壮絶

なる選挙戦と、つい最近の議事堂での暴動騒ぎを経てここにたどり着いたのは何か奇跡のようにも思える。昨日の首都ワシ

ントンでのバイデン大統領就任式は、感染対策徹底のためパレードも群衆もなく、当方が現場で見たことがある過去の就任

式とかなり雰囲気が違っていた。しかし厳粛ななかにも和やかな笑顔がみられ、何よりも大統領ご自身の言葉の力と重みに



心が動かされた。これまでにないほどに社会分断が進んだこの国のすべての人々に結束と前進を求めた大統領の今後の

リーダーシップに大いに期待したい。 

 

④バイデン新大統領が就任式の演説の中で、特に世界に向けて米国の国際協調のメッセージを打ち出したことも意義深い。

日本などとの同盟関係をさらに強化し、世界各地域との関与を深めて国際社会共通の課題に共に協力しながら取り組んで

いくとされた。コロナ対策、経済回復、気候変動、安全保障などまさに国際課題は山積しており、こうした諸問題は米国の指

導力なくしては決して解決しない。日本はバイデン政権によるそのような国際協調方針を大いに歓迎しており、日米協力と

多国間協力によって世界の平和と繁栄を目指せると信じている。大統領は就任後さっそく気候変動パリ協定や WHO への

復帰など矢継ぎ早に大統領令に署名したと報道されているが、日米関係のさらなる推進も早い段階で首脳会談等を通じて

確認できることを期待している。 

 

 

３．他団体・日本庭園関連報告 （名川 譲 特命理事） 

＊【日米協会】 ジャパンフェスティバル関連報告 

今春（5月）開催予定のジャパンフェスティバルについて、収束見通しの立たないコロナ感染拡大、市当局より通常形式のハ

ーマンパークにて大勢の観客を対象に行うイベントの認可を得ることは現時点で困難であること、主催者・スポンサー・観客

の安全を考え、延期せざるをえないと判断した旨日米協会より連絡あり、共有する。今後、１）今年の秋のバーチャル開催、

２）来年（2022 年）秋の開催について日米協会に伝えるに当たり、会員皆様から忌憚のない意見を私または事務局宛までい

ただきたい。 

 

＊【日本人会】 新型コロナウイルスの検査・検査証明情報共有（商工会：ヒューストンお助けマップ/新型コロナウイルス関連

情報の活用）と日本人会医療ブック改訂 

新たな水際対策措置として、日本への帰国の際に地元の医療や検査機関で入手した「新型コロナウイルス検査証明（出発

前 72 時間以内検査）」の提出が求められることになった。これを受けて、他団体・日本庭園特命理事と生活・情報委員長が

事務局や会員のサポートも頂きながら、昨年「勉強会」で共催した日本人会と連携を図り、日本人会が今後更新する医療ブ

ック（改訂版）に協力するとともに、商工会内のプラットフォーム（ヒューストンお助けマップ/新型コロナウイルス関連情報）を

活用してコロナウイルス関連の医療と検査/ワクチンの情報など充実させ、会員に共有していく。 

 

 

４．委員会・部会関連事項 

①企画・調査委員会 （桜内政大 企画・調査委員長） 

＊本日の講演会開催案内  

本日の常任委員会後、午後 2：15より北米三菱商事の武内三郎ワシントン事務所長を講師に招き、「新大統領の誕生とアメリ

カ政治の行方」という演題にてウェビナーを開催する。トランプ政権からバイデン政権に移行するにあたり、今後世界がどう

動いていくのか考察していくので、ぜひご参加いただきたい。 

 

②スポーツ委員会  

＊ソフトボール大会関連報告（本郷 徹 副会長兼スポーツ委員長）     

4 月 4日に開催を予定していたソフトボール大会は、現 COVID-19 の感染状況を鑑み中止とし、今後 5～6月頃の感染状

況を確認しつつ 9月に延期する方向で検討する。 

 

＊バーチャル・ウォーク・イベント 

他の春の恒例イベントの開催も厳しいことから、JERA Americas Inc. が主幹事となり、会員の皆様に役立つ新たなスポーツ

イベントの企画として、同イベントの開催を検討中である。現時点では、日本のRenoBodyというアプリを使用の上、5月頃か

ら約一ヶ月間にわたり個人とチーム別に競うイベントとして開催する方向で企画している。詳細についてはこれから詰め、2

月度理事委員会にて具体的な内容や予算につきご相談をさせていただいた上で承認を得、4 月度常任委員会にて追認い

ただく方向で進める予定。実施決定の際には、皆様のご支援・ご協力をお願いする。 

 

＊第 568回テキサス会「商工会会長杯」ゴルフコンペについて （頼 英彦 物資・化学品部会長）  

例年 11月に開催している同コンペは春まで延期し、今後の COVID-19 の感染状況を確認の上、判断させていただくことと

する。 



③文化委員会 （鈴木 一 文化委員長） 

＊ピクニック関連報告  

例年 5月に開催しているピクニックについては、現時点の感染状況を見る限りでは最短でも秋までは開催は不可と判断し、

感染の終息を祈りつつ今後の状況を見て判断させていただくこととする。 

 

④生活・情報委員会 （根本真樹子 生活・情報委員長） 

＊古本市開催案内  

昨年 10月から図書館を予約制で再開しているが、古本市についても予約制で 3～4月あたりに約 1週間の期間で開催す

ることを検討している。皆様には古本の寄付に引き続きご協力いただいているほか、ボランティアの方々には定期的に古本

整理の作業をしていただき、この場をお借りして感謝申し上げる。開催日程や方法が確定次第、事務局よりご案内させてい

ただくので、奮ってご参加いただきたい。また、実施が決定した折には、ボランティアにもぜひご協力いただきたい。 

 

 

５．事務局関連事項  （小林浩子 事務局長） 

①第一回宇宙セミナーについて 

例年 JAXA様のご協力により Space Center Houstonを会場として春に開催している同セミナーは、2月 28日（日）

に JAXAのヒューストン駐在員事務所一同を講師としてお迎えし、「野口/星出宇宙飛行士の米国新型宇宙船搭乗と国

際宇宙ステーション長期滞在について」というテーマでウェビナー形式での開催を検討している。詳細が決定次第、事務局

より開催案内を配信させていただくので、奮ってご参加いただきたい。 

 

②会員消息   

本日現在の会員数は、 名誉会員10名、正個人会員701名（正団体会員数：112社）、準会員47名で、総会員数は 758名と

なっている。 

 

  以上。  


